
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

五
八

語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

上
代
に
お
げ
る
「
御
」

と
い
う
字
の
敬
語
接
頭
辞
用
法
に
つ
い
て

吉
　
　
野

政
　
　
治

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

今
來
古
往
事
荘
荘
　
　
今
來
古
往
　
事
荘
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
ど
　
あ

　
石
馬
無
聲
杯
土
荒
　
　
石
馬
聲
無
く
　
杯
土
荒
る

　
春
入
櫻
花
滞
山
白
　
　
春
は
櫻
花
に
入
っ
て
　
満
山
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぱ

　
南
朝
天
子
御
魂
香
　
　
南
朝
の
天
子
　
御
魂
香
し

幕
末
の
漢
詩
人
梁
川
星
巌
が
「
吉
野
懐
古
」
と
題
す
る
こ
の
詩
を
発
表
す
る

や
、
い
く
っ
か
の
異
論
が
出
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
っ
に
「
御
魂
」

と
い
う
語
は
い
か
に
も
目
本
臭
く
て
、
中
国
の
古
典
に
は
用
例
を
見
な
い
、
と

い
う
の
が
あ
っ
た
。
星
巌
は
、
そ
れ
に
対
Ｌ
、
清
朝
の
播
璽
と
い
う
詩
人
の

「
明
史
雑
詠
」
と
題
す
る
詩
の
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
い
ん
　
　
そ
そ

　
涙
溺
裳
陰
披
髪
去
　
　
涙
は
集
陰
に
渥
い
で
　
髪
を
披
い
て
去
る

　
年
年
花
護
御
魂
香
　
　
年
年
花
は
御
魂
を
護
っ
て
香
し

と
い
う
句
を
示
し
、
他
の
無
学
を
晒
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
実
の
と
こ
ろ
、

星
巌
が
示
し
た
の
は
、
た
ま
た
ま
中
国
か
ら
新
し
く
舶
載
さ
れ
た
清
朝
広
東
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

の
詩
の
総
集
『
国
朝
嶺
海
詩
抄
』
の
中
に
。
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
和
習
と
呼
ぱ
れ
る
も
の
に
っ
い
て
考
え
て
み
ょ
う
と
す
る
時
、
こ
の
逸
話
は

示
唆
深
い
も
の
が
あ
る
。
和
習
を
「
目
本
人
が
作
っ
た
漢
文
に
現
わ
れ
る
語
彙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

語
法
で
、
中
国
人
が
作
っ
た
純
粋
の
漢
文
で
は
な
い
も
の
」
と
い
う
く
ら
い
の

説
明
で
す
ま
す
と
、
や
や
も
す
れ
ぱ
、
そ
の
判
断
は
中
国
の
用
例
の
有
無
の
問

題
に
傾
き
が
ち
に
た
る
。
そ
の
結
果
、
汗
牛
充
棟
の
漢
籍
を
博
捜
し
て
、
用
例

を
見
出
せ
た
い
と
し
て
も
、
何
時
、
星
巌
の
晒
っ
て
示
し
た
「
御
魂
」
の
よ
う

な
も
の
が
出
る
か
と
恐
れ
た
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
語

彙
語
法
だ
げ
の
間
題
で
た
く
、
そ
れ
ら
の
因
っ
て
く
る
発
想
そ
の
も
の
か
ら
間

題
に
す
れ
ぱ
、
星
巌
の
詩
に
っ
い
て
も
「
御
魂
が
香
し
い
」
と
い
う
発
想
は
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
て
目
本
的
で
あ
る
と
い
う
、
神
田
喜
一
郎
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
面
が
見



え
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
い
ま
、
こ
れ
を
句
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ

る
和
習
と
名
付
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
た
お
、
星
巌
の
詩
に
人
々
が

目
本
臭
を
感
じ
た
の
は
「
御
魂
」
と
い
う
語
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
御
魂
」
と
い
う
語
は
「
天
子
・
諾
侯
の
事
物
に
－
冠
す
る
敬
称
」
と
い
う
「
御
」

の
中
国
に
お
け
る
用
法
の
正
し
い
使
用
例
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
古
典
で

は
匁
い
に
せ
よ
、
確
か
に
そ
の
用
例
を
中
国
に
見
出
せ
る
か
ら
、
漢
語
で
あ
る

こ
と
を
疑
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幽
か
だ
が
確
か
に
日
本

臭
が
あ
る
の
を
否
定
で
き
な
い
の
は
一
体
ど
の
よ
う
た
理
由
に
よ
る
の
だ
ろ
う

か
。　

本
稿
は
、
目
本
で
多
用
さ
れ
る
敬
語
接
頭
辞
用
法
「
御
」
の
意
味
．
用
法
が
、

厳
格
た
中
国
的
使
用
規
範
を
守
り
た
が
ら
も
、
次
第
に
目
本
的
た
用
い
ら
れ
方

を
し
て
い
く
様
子
と
、
そ
の
原
因
を
、
　
「
御
」
を
冠
す
る
語
を
通
し
て
窺
お
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。２

　
「
御
」
と
い
う
漢
字
に
－
は
、
動
詞
用
法
だ
げ
で
も
「
防
グ
」
「
馬
ヲ
便
フ
」
「
用

フ
」
「
司
ル
」
「
治
ム
」
「
侍
リ
」
「
参
ラ
ス
」
「
臨
ム
」
等
、
多
く
の
意
味
を
持

ち
、
動
詞
用
法
以
外
に
も
名
詞
・
敬
語
接
頭
辞
・
接
尾
辞
等
の
用
法
を
持
つ
が
、

こ
れ
ら
の
中
で
敬
語
接
頭
辞
用
法
は
、
ど
の
程
度
の
率
で
使
用
さ
れ
る
も
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
異
な
っ
た
文
化
や
歴
史
を
持
っ
中
国
と
日
本
と
で
は
お
の
ず

　
　
　
　
　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

か
ら
違
う
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
日
本
の
中
で
も
正
格
漢
詩
文
・

記
録
体
（
変
体
漢
文
）
・
和
文
た
ど
、
文
体
の
差
に
よ
っ
て
異
た
り
は
し
た
い
だ

ろ
う
か
。
文
化
や
歴
史
を
担
う
言
語
や
文
字
を
調
べ
て
み
よ
う
と
す
る
時
に
起

き
る
こ
れ
ら
初
歩
的
た
疑
問
を
先
ず
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
調
査
の
対
象
と
し
た
も
の
は
、
中
国
側
で
は
経
史
子
集
の
順
に
、
『
大
学
』

『
中
庸
』
『
論
語
』
『
孟
子
』
『
場
経
』
『
詩
経
』
『
書
経
』
『
礼
記
』
『
春
秋
』
の
四

書
五
経
、
『
史
記
』
本
紀
、
『
老
子
』
『
荘
子
』
、
『
文
選
』
で
あ
る
。
史
子
に
つ

い
て
は
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
学
杜
の
引
得
を
利
用
し
て
調
査
し
た
結
果
、
以
上
の

も
の
で
一
応
の
傾
向
は
み
て
と
れ
る
と
判
断
し
た
。

　
日
本
側
の
も
の
と
し
て
は
、
正
格
漢
文
体
の
代
表
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
『
続

目
本
紀
』
『
三
教
指
帰
』
『
性
霊
集
』
を
、
漢
詩
で
は
『
懐
風
藻
』
『
凌
雲
集
』

『
文
華
秀
麗
集
』
『
経
因
集
』
、
そ
れ
に
時
代
は
降
る
が
比
較
的
多
く
の
用
例
が

拾
え
る
『
菅
家
文
章
』
『
菅
家
後
集
』
を
取
り
あ
げ
る
。
　
記
録
体
の
も
の
で
は

『
古
事
記
』
『
風
土
記
』
『
上
宮
法
王
帝
説
』
『
万
葉
集
』
題
詞
左
注
『
古
語
拾
遺
』

『
高
橋
氏
文
』
『
目
本
霊
異
記
』
を
、
和
文
体
の
も
の
と
し
て
『
延
喜
式
』
巻
八

所
載
祝
詞
と
『
続
日
本
紀
』
所
収
の
宣
命
体
詔
勅
、
お
よ
び
『
万
葉
集
』
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
御
」
字
の
意
味
・
用
法
の
分
類
や
項
目
設
定
に
つ
い
て
は
前
稿
の
も
の
を

踏
襲
し
、
本
稿
の
必
要
に
ー
応
じ
て
若
千
の
追
加
を
す
る
。

　
調
査
の
結
果
を
表
に
し
た
の
が
、
６
８
～
６
９
頁
に
く
表
Ｉ
Ｖ
と
し
て
掲
げ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

の
で
あ
る
が
、
中
国
と
日
本
、
ま
た
目
本
内
で
の
各
文
体
別
に
特
徴
を
纏
め
る

と
概
ね
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

　
中
国
漢
詩
文
で
は
、
　
「
御
」
字
そ
の
も
の
の
使
用
が
比
較
的
少
な
い
が
、
意

味
・
用
法
に
か
な
り
の
幅
広
さ
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
「
馬
ヲ
使
フ
」
「
駅
者
」

な
ど
の
意
味
・
用
法
（
表
１
で
は
Ａ
２
、
以
下
同
じ
）
や
、
「
侍
り
」
「
侍
妃
」

「
近
侍
」
の
意
味
・
用
法
（
Ｂ
１
）
な
ど
、
原
義
用
法
あ
る
い
は
原
義
用
法
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

極
く
近
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
ま
た
「
御
史
」
「
御
事
」
た
ど
の
官
職
名
（
Ｆ
）

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
間
題
と
す
る
敬
語
接
頭
辞
用
法
は
わ
ず
か
に
８

例
、
　
「
御
」
字
総
使
用
数
舳
例
の
３
％
に
１
し
か
あ
た
ら
な
い
。

　
目
本
正
格
漢
詩
文
で
は
、
意
味
・
用
法
の
ぱ
ら
っ
き
は
中
国
と
大
体
同
じ
で

は
あ
る
が
、
そ
の
中
で
中
国
で
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
用
法
で
は
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
治
ム
」
「
統
ブ
」
（
Ａ
５
）
や
「
臨
ム
」
「
郷
向
フ
」
（
Ｃ
）
ま
た
敬
語
接
頭
辞
（
Ａ

７
）
た
ど
の
意
味
・
用
法
が
多
用
さ
れ
る
の
が
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
敬
語
接

頭
辞
用
法
は
、
こ
の
文
体
で
の
「
御
」
字
総
使
用
数
棚
例
中
刎
例
で
４
２
％
も
の

最
も
高
い
率
を
占
め
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
逆
に
中
国
で
は
多
く
み
ら
れ

た
Ａ
１
・
Ｂ
１
用
法
と
い
う
よ
う
な
原
義
用
法
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
極
く
稀

に
し
か
あ
ら
わ
れ
て
こ
た
い
。

　
記
録
体
で
は
、
意
味
・
用
法
に
１
顕
著
た
偏
り
が
見
え
だ
し
て
く
る
。
こ
の
文

　
　
　
１
１
一
　
　
　
　
　
　
ｎ
６

体
で
は
２
７
例
中
の
０
５
例
、
全
体
の
８
３
％
を
占
め
る
敬
語
接
頭
辞
用
法
の
他
に
は

　
　
　
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
１
↓

Ａ
５
用
法
と
官
職
名
・
人
名
・
神
名
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
も
の
（
Ｆ
）
と
に
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

ん
ど
集
中
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
他
の
意
味
・
用
法
は
あ
っ
て
も
極
く
わ
ず

か
で
あ
る
。

　
和
文
体
で
は
、
記
録
体
よ
り
更
に
顕
薯
な
偏
り
を
示
し
、
４
８
例
中
１
３
例
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
‘
　
　
　
　
７
・

体
の
９
５
％
も
の
高
率
を
占
め
る
敬
語
接
頭
辞
用
法
の
他
は
、
Ａ
５
や
Ｆ
用
法
の

例
が
い
く
ら
か
見
え
は
す
る
が
、
比
較
に
た
ら
な
い
ほ
ど
少
数
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
以
上
の
「
御
」
全
意
味
・
用
法
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
中
国
と
目
本
あ
る
い

は
目
本
で
の
各
文
体
別
の
使
用
頻
度
数
の
差
が
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

察
は
本
稿
で
は
控
え
る
が
、
間
題
と
す
る
敬
語
接
頭
辞
用
法
に
っ
い
て
み
れ
ぱ
、

目
本
と
中
国
と
で
は
際
立
っ
た
対
照
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に
た
る
。
こ
の
敬
語

接
頭
辞
用
法
は
、
中
国
で
は
極
め
て
稀
に
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
、
そ
の
漢
詩
文
に
厳
格
な
範
を
と
る
は
ず
の
日
本
正
格

漢
詩
文
に
お
い
て
す
で
に
最
も
高
い
比
率
で
あ
ら
わ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
比
率

は
記
録
体
か
ら
和
文
体
へ
と
移
行
す
る
に
従
い
、
一
層
極
端
に
高
く
た
る
傾
向

に
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
文
体
だ
げ
の
問
題
で
は
た
く
、
中
国
と
は
異
た
る
日
本

的
た
文
化
、
ひ
い
て
は
目
本
的
な
も
の
の
考
え
方
や
感
じ
方
な
ど
を
反
映
し
た

結
果
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
次
節
以
降
で
は
具
体

的
に
あ
き
か
に
し
た
い
と
思
う
。

３



　
中
国
本
来
の
敬
語
接
頭
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
用
法
を
具
体
的
に
－
か
っ
詳
細

に
検
討
し
て
い
こ
う
と
す
る
時
、
前
掲
の
調
査
文
献
だ
げ
で
は
、
　
『
春
秋
』
の

「
御
塵
」
、
『
史
記
』
本
紀
の
「
御
璽
」
「
御
府
」
、
『
文
選
』
の
「
御
房
」
「
御
服
」

「
御
溝
」
「
御
聞
」
「
御
縄
」
が
僅
か
に
拾
え
る
だ
け
で
あ
ま
り
に
少
な
い
。
そ
こ

で
更
に
調
査
の
範
囲
を
拡
げ
て
み
た
が
、
な
お
不
充
分
な
量
し
か
集
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
中
国
で
の
こ
の
用
法
は
稀
な
わ
け
で
あ
る
。

従
っ
て
、
中
国
側
の
辞
典
類
を
含
め
、
用
例
を
最
も
多
く
載
せ
る
『
大
漢
和
辞

典
』
に
依
存
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
利
用
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
御
」
の
項
に
は
、
１
８
番
目
の
意
味
・
用
法
と
し
て

「
天
子
・
諸
侯
に
関
す
る
事
物
に
冠
す
る
敬
稻
。
〔
左
氏
、
哀
、
三
〕
出
二
御
書
一

倹
二
子
宮
一
。
〔
公
羊
、
桓
、
十
四
〕
御
庫
災
。
〔
注
〕
御
塵
、
蔵
四
公
所
三
親
耕
以

季
秦
盛
一
之
倉
也
。
〔
後
漢
書
、
曹
節
伝
〕
盗
取
二
御
水
一
、
以
作
二
魚
釣
一
。
〔
注
〕

水
入
二
宮
苑
一
爲
二
御
水
一
。
」
と
い
う
叙
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
例
を

「
御
」
を
用
い
た
熟
語
の
用
例
（
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
四
の
棚
頁
か
ら
舳
頁
ま
で
に
弛

例
を
収
録
す
る
）
を
次
の
よ
う
た
基
準
で
抽
出
す
る
。
ま
ず
、
地
名
・
人
名
・

草
名
た
ど
の
固
有
名
詞
中
に
用
い
ら
れ
る
敬
語
接
頭
辞
用
法
と
考
え
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

も
の
を
省
く
。
ま
た
、
本
来
の
意
味
・
用
法
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
官
職
名
中

の
も
の
や
、
他
に
単
独
の
熟
語
と
し
て
掲
げ
て
あ
る
も
の
と
重
複
す
る
故
事
成

語
や
書
名
中
に
あ
る
も
の
も
除
き
、
残
っ
た
「
御
」
十
名
詞
字
・
動
詞
字
の
語

で
、
中
国
の
用
例
で
あ
る
こ
と
が
確
か
な
も
の
（
漢
籍
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

明
記
す
る
も
の
、
中
国
音
を
記
し
て
い
る
も
の
）
を
取
り
出
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
中

か
ら
「
御
策
」
（
馬
を
駅
す
る
む
ち
。
御
１
１
駅
）
の
よ
う
に
「
御
」
に
動
詞
の
意
味

　
　
　
　
　
　
＠

あ
い
の
濃
い
も
の
、
即
ち
敬
語
接
頭
辞
用
法
で
は
な
い
も
の
を
省
く
。
こ
う
し

て
残
っ
た
も
の
（
表
１
で
は
Ａ
７
用
法
に
入
る
）
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
て

み
た
。
分
類
は
ア
か
ら
キ
ヘ
、
天
子
そ
の
人
自
身
と
関
係
の
濃
い
も
の
か
ら
順

に
並
べ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
ア
　
天
子
自
身
の
精
神
・
身
体
・
親
族
・
行
為
等
に
冠
す
る
も
の

　
　
１
　
名
・
身
体
・
親
族
関
係
の
語
に
冠
す
る
も
の

　
　
　
　
蝸
御
名
　
蝸
御
容
（
欄
酬
蜘
、
の
の
悩
蹄
帥
」
猷
髄
）

　
　
２
　
行
為
ま
た
行
為
に
よ
る
事
物
に
冠
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
７
１
　
　
　
　
　
　
５
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
　
（
ｏ

　
　
　
　
３
６
御
幸
　
ｕ
御
讃
　
１
４
御
試
　
２
１
御
製
　
２
６
御
注
　
４
０
御
覧

　
　
　
　
－
御
愛
　
岬
御
寝
　
脚
御
批
　
湖
御
聞
　
脳
御
書
　
脳
御
塞

　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
２
５
御
題
　
３
４
御
筆
　
１
０
御
札

　
イ
　
天
子
御
用
の
物
に
冠
す
る
も
の

　
　
１
　
衣
服
に
冠
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
■
一
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
２
御
衣
　
８
１
御
衰
　
３
３
御
抱
　
３
５
御
服

　
　
２
　
調
度
品
に
冠
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
　
７
‘
　
　
　
　
　
　
９
］

　
　
　
　
４
５
御
器
　
７
２
御
壷
　
１
６
御
鰭
　
３
２
御
杯
　
３
５
御
物
　
３
９
御
用

　
　
　
　
醐
御
璽
　
醐
御
章
　
搬
御
費
　
閉
御
紙
　
３
５
御
蓋
　
ｍ
御
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



ウ工オ

３４１２３ 　
　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

　
７
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
ソ

　
４
３
御
億
　
４
１
御
几
　
２
５
御
楊
　
６
９
御
剣
　
５
９
御
縄

舳
御
本

　
食
物
に
冠
す
る
も
の

　
５
　
　
　
４
　
＠
　
０
　
　
　
４
　
　
　
３

　
１
０
御
餐
　
１
９
御
食
　
２
４
御
膳
　
３
６
御
米
　
１
７
御
粥

　
乗
物
に
冠
す
る
も
の

　
３
１
御
駕
珊
御
舟
　
峨
御
車
　
蜘
御
輩
　
蝸
御
路

天
子
の
座
・
天
子
専
用
の
建
物
場
所
に
冠
す
る
も
の

　
座
に
、
冠
す
る
も
の

　
１
４
御
莚
　
８
５
御
坐
　
８
６
御
座
　
蛆
御
林
　
〃
御
所

　
住
い
に
冠
す
る
も
の

　
７
１
　
　
　
　
　
　
０
ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｆ
０

　
３
０
御
邸
　
３
１
御
殿
　
３
３
御
房

　
専
用
の
建
物
場
所
に
冠
す
る
も
の

　
１
２
御
窯
　
４
８
御
厩
　
螂
御
府
　
伽
御
庫
　
螂
御
泓

蝸
御
路

禁
中
関
係
の
物
に
冠
す
る
も
の

　
１
７
御
苑
　
１
８
御
園
　
３
２
御
階
　
３
３
御
街
　
４
３
御
気

　
９
３
御
案
　
蛆
御
水
　
舳
御
堤
　
蛆
御
柳
　
〃
御
林

蜘
御
簾

天
子
の
命
令
に
よ
り
行
う
事
物
に
。
冠
す
ろ
も
の

５
４
０
御
茉

６８
御
薬

３９
２
１
御
席

６
２
５
御
道

７
４
御
溝

０
４
５
御
花
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
　
　
　
〃
御
纂
　
独
御
占
　
独
御
撰
　
〃
御
選
　
胴
御
定

　
カ
　
天
子
か
ら
賜
わ
る
事
物
に
冠
す
る
も
の

　
　
　
　
１
３
御
宴
　
…
…
御
酒
　
則
御
食
　
醐
御
題

　
キ
　
儀
式
に
関
す
る
事
物
に
冠
す
る
も
の

　
　
　
　
３

　
　
　
　
２
５
御
刀

　
以
上
の
ア
か
ら
キ
ま
で
の
用
法
を
、
中
国
に
お
け
る
「
御
」
と
い
う
字
の
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

語
接
頭
辞
の
具
体
的
な
用
法
と
考
え
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
に
と
ら
れ
た

語
彙
数
を
中
国
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
の
量
的
た
使
用
傾
向
を
窺
う
に
足

る
材
料
と
考
え
て
も
、
必
ず
し
も
誤
っ
た
結
果
を
導
く
こ
と
に
は
た
ら
た
い
だ

ろ
う
。

　
さ
て
、
次
に
目
本
側
の
用
例
を
同
様
に
分
類
し
て
い
く
が
、
本
稿
で
は
「
御
」

の
字
そ
れ
自
体
の
意
味
・
用
法
、
即
ち
表
１
で
区
別
し
た
Ａ
以
下
の
意
味
や
用

法
、
あ
る
い
は
前
掲
ア
か
ら
キ
の
よ
う
な
何
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
た

ど
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
訓
ま
れ
て
い
る
か
は
間
わ

た
い
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
「
大
御
酒
」
「
大
御
水
」
な
ど
の
よ
う
に
「
御
」
の

上
に
更
に
「
大
」
た
ど
の
称
辞
を
冠
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
特
に
区
別
し
な
い
。

冠
し
な
い
例
が
並
存
し
、
両
者
に
特
に
大
き
た
意
味
・
用
法
の
差
は
見
い
出
せ

な
い
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
上
代
目
本
に
お
い
て
神
は
天
皇
と
等

し
く
取
り
扱
う
べ
き
存
在
と
さ
れ
、
実
際
に
調
査
し
て
み
た
が
、
神
に
つ
い
て

使
用
さ
れ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
天
皇
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
一
括
し
た
。



更
に
、
皇
太
予
・
皇
太
后
な
ど
も
天
皇
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
処
理
す
る
。

　
は
じ
め
に
、
こ
の
節
で
は
中
国
本
来
の
用
法
の
枠
内
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

も
の
、
即
ち
表
１
で
Ａ
７
に
、
分
類
し
た
も
の
の
う
ち
、
前
掲
ア
か
ら
キ
ま
で
の

用
法
の
枠
内
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
っ
い
て
扱
う
。
そ
れ
以
外
の
も
の

に
っ
い
て
は
次
節
で
扱
う
こ
と
に
す
る
。

　
以
下
に
【
　
】
で
括
っ
た
語
は
中
国
に
同
じ
語
あ
る
い
は
同
じ
文
字
列
の
語

が
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
語
の
下
の

（
　
）
内
に
略
号
で
出
所
を
記
入
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
略
号
は
次
の
と
お

り
◎　
紀
－
目
本
書
紀
、
続
－
続
目
本
紀
、
教
－
三
教
指
帰
、
性
－
性
霊
集
、
懐
－

　
懐
風
藻
、
凌
－
凌
雲
集
、
華
－
文
華
秀
麗
集
、
経
－
経
国
集
、
曹
－
菅
家
文

　
草
・
菅
家
後
集
、
記
－
古
事
記
、
風
－
風
土
記
、
上
－
上
宮
法
王
帝
説
、
万

　
－
万
葉
集
題
詞
左
注
・
和
歌
、
拾
－
古
語
拾
遺
、
氏
工
局
橋
氏
文
、
霊
－
日

　
本
霊
異
記
、
祝
－
祝
詞
、
宣
－
宣
命
、
更
に
１
新
し
く
金
－
延
喜
年
問
ま
で
の

　
　
　
＠

　
金
石
文
を
加
え
る
。

〈
正
格
漢
詩
文
体
Ｖ
嚇
搬
則
泌
概
楯
融
禰
繍
肱

　
ア
ー
　
【
御
名
】
【
御
魂
】
　
御
手
　
御
髪
　
御
心
　
御
骨
　
御
子
　
御
孫

　
　
　
　
御
蕎
　
御
神
（
以
上
紀
）
　
御
世
（
紀
続
）

　
　
２
　
【
御
製
】
（
続
凌
華
経
菅
）
　
【
御
覧
】
（
華
）
　
【
御
書
】
（
性
）

　
　
　
　
【
御
札
】
（
性
）
　
御
願
（
続
性
）
　
御
厄
（
性
）
　
御
鳳
（
性
）

　
　
　
　
　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

イ
ー

２

　
３

　
４

ウ
ー工オカキ

２３

御
駕
（
紀
）
　
御
謡
（
紀
）
　
御
歌
（
紀
）

【
御
衣
】
（
紀
続
菅
）
　
【
御
服
】
（
紀
続
）
　
　
御
表
（
続
）
　
御
被

（
紀
続
）
　
御
装
束
（
続
）
　
御
笠
（
紀
）
　
御
蔭
（
紀
）

【
御
器
】
（
続
）
　
【
御
本
】
（
性
）
　
御
杖
（
紀
続
）
　
御
義
（
紀
凌
）

御
統
　
御
菖
　
御
鞍
　
御
繭
　
御
琴
（
以
上
紀
）

【
御
膳
】
（
紀
）

【
御
船
】
（
紀
続
）

【
御
前
】
（
続
菅
）
　
【
御
坐
】
【
御
座
】
【
御
所
】
【
御
席
】
（
以
上
紀
）

御
在
所
（
続
菅
）
　
御
後
（
続
）

【
御
邸
】
（
性
）
　
御
陵
（
紀
）
　
御
墓
（
続
）

【
御
路
】
（
紀
経
）
　
御
田
（
紀
）
　
代
御
手
（
紀
）

【
御
苑
】
（
紀
凌
経
性
）
　
【
御
溝
】
（
菅
）
　
【
御
柳
】
（
華
）
　
【
御

簾
】
（
菅
）
　
御
楼
（
華
経
）
　
御
嚢
（
経
）

用
例
見
え
ず

【
御
宴
】
（
続
）
　
【
御
酒
】
（
続
）
　
御
封
（
菅
）

御
齋
（
続
）
　
御
葬
（
続
）
　
御
修
法
（
性
）
　
御
周
忌
法
会
（
菅
）

〈
記
録
体
Ｖ

　
ア
ー
　
【
御
名
】
（
記
風
）
　
【
御
魂
】
（
記
風
）
　
御
身
（
金
記
）

　
　
　
　
（
記
風
）
　
御
頸
　
御
面
　
御
腹
　
御
髪
　
御
腕
　
御
脛

　
　
　
　
御
歯
　
御
骨
　
御
懐
　
御
足
　
御
目
　
御
鼻
　
御
美
豆
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
二

御
手

御
膝

御
情



２

イ
ー

２３

　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

御
寿
　
御
命
　
御
年
　
御
歳
（
以
上
記
）
　
御
心
（
記
風
万
）
　
御

世
（
金
上
記
風
拾
氏
霊
）
　
御
代
（
記
霊
）
　
御
俗
（
風
）
　
御
時

（
霊
）
　
御
朝
（
金
）
　
御
神
（
記
風
）
　
御
祖
（
記
風
）
　
御
子

（
記
）
　
御
母
（
記
）
　
御
孫
（
風
）
　
御
足
末
（
風
）

【
御
製
】
（
上
万
）
　
【
御
覧
】
（
風
万
拾
）
　
【
御
寝
】
（
記
風
）
　
御

病
（
金
記
風
万
）
　
御
歌
（
記
万
）
　
御
坐
（
拾
氏
）
　
御
立
（
記

風
）
　
御
夢
　
御
涙
　
御
帰
　
御
合
（
以
上
記
）
　
御
作
（
万
）

御
食
（
記
風
）
　
御
鑑
（
記
風
氏
）
　
御
在
　
御
見
　
御
遊
（
以
上

万
）
　
御
願
（
金
）
　
御
宿
　
御
射
　
御
沐
（
以
上
風
）
　
御
分

（
金
）
　
御
言
（
氏
）
　
御
語
（
霊
）
　
御
命
（
氏
）

【
御
衣
】
（
記
風
）
　
【
御
服
】
（
風
）
　
御
裳
（
記
万
）
　
御
装
束

（
風
）
　
御
袖
（
万
）
　
御
揮
（
記
）
　
御
童
（
記
）
　
御
冠
（
記

風
）
　
御
蔭
　
御
負
　
御
鎧
　
御
沓
（
以
上
風
）

【
御
璽
】
（
拾
）
　
【
御
剣
】
（
風
）
　
【
御
刀
】
（
記
）
　
御
杖
（
記
風
）

御
琴
（
記
風
）
　
御
欄
刀
　
御
具
　
御
財
　
御
杯
物
（
以
上
風
）

御
嚢
　
御
櫛
　
御
呉
床
　
御
鐙
　
御
義
　
御
酒
蓋
　
御
酒
杯
　
御
酒

柏
（
以
上
記
）

【
御
膳
】
（
風
氏
）
　
【
御
食
】
（
記
風
氏
）
　
御
飯
（
記
風
）
　
御
糞

（
記
万
）
　
御
根
（
記
風
）
　
御
饗
　
御
水
　
御
酒
　
御
年
（
以
上

記
）
　
御
乾
飯
　
御
稲
種
（
以
上
風
）

　
４

ウ
ーエオカキ

２３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

【
御
船
】
（
記
風
万
）
　
御
馬
（
記
風
）
　
御
輿
（
万
）

【
御
所
】
（
記
風
）
　
【
御
前
】
（
記
拾
霊
）
　
御
枕
辺
　
御
後
辺
　
御

足
辺
（
以
上
記
）
　
御
在
所
（
風
万
）
　
御
地
（
風
）

【
御
殿
】
（
拾
）
　
御
陵
（
記
万
）
　
御
舎
　
御
巣
　
御
門
（
以
上
記
）

御
宮
　
御
慮
　
御
屋
　
御
室
（
以
上
風
）
　
御
墓
（
万
）

御
宅
　
御
倉
　
御
厨
（
以
上
風
）

御
門
（
記
拾
）
　
御
柱
（
記
）

用
例
見
え
ず

用
例
見
え
ず

用
例
見
え
ず

〈
和
文
体
Ｖ
硝
搬
肋
脇
鳩
礪
融
禰
搬
淋

ア
ー

２

【
御
名
】
（
万
）
　
【
御
魂
】
（
祝
）
　
御
身
（
万
宣
）
　
御
手
（
万
宣
）

御
髪
（
宣
）
　
御
白
髪
（
祝
）
　
御
面
（
万
）
　
御
保
止
（
祝
）

御
心
（
万
祝
）
　
御
霊
（
万
宣
）
　
御
意
（
宣
）
　
御
寿
（
万
祝
）

御
世
（
万
宣
祝
）
　
御
代
（
宣
）
　
御
子
（
万
宣
祝
）
　
御
祖
（
万

宣
）
　
御
孫
（
祝
）
　
御
神
（
万
宣
祝
）

【
御
覧
】
（
万
）
　
御
夢
（
祝
）
　
御
病
（
宣
）
　
御
食
（
万
）
　
御

立
（
万
）
　
御
獺
（
万
）
　
御
坐
（
万
祝
）
　
御
在
（
万
）
　
御
見

（
万
）
　
御
願
（
宣
）
　
塑
言
（
宣
祝
）
　
　
御
問
（
万
）
　
御
駕

（
万
）
　
御
念
（
万
）
　
御
相
（
宣
）
　
御
食
（
治
の
義
、
万
）



　
　
　
　
御
泣
災
（
宣
）
　
御
命
（
宜
祝
）
　
御
量
（
祝
）
　
御
藤
　
御
若
叡

　
　
　
　
坐
　
御
衰
知
坐
　
御
阿
加
良
砒
坐
（
以
上
祝
）

　
イ
ー
　
【
御
衣
】
（
祝
）
　
【
御
服
】
（
宣
祝
）
　
御
袖
（
万
）
　
御
装
束
（
祝
）

　
　
　
　
御
冠
（
宣
）
　
御
笠
（
万
）
　
御
鞍
（
祝
）

　
　
２
　
御
枠
　
御
横
刀
　
御
太
刀
　
御
弓
　
御
統
玉
（
以
上
祝
）
　
御
執

　
　
　
　
御
鏡
御
箱
　
御
筆
　
御
墨
（
以
上
万
）

　
　
３
　
【
御
膳
】
（
祝
）
　
【
御
食
】
（
万
祝
）
　
御
酒
御
塩
御
奈
麻
須
（
以

　
　
　
　
上
万
）
　
御
歳
　
御
年
（
以
上
祝
）

　
　
４
　
【
御
船
】
（
万
）
　
御
舶
（
万
）
　
御
馬
（
万
祝
）
　
御
輿
（
万
）

　
ウ
ー
　
【
御
所
】
（
宣
）
　
【
御
前
】
（
祝
）
　
【
御
座
】
（
万
宣
）
　
御
位
（
宣
）

　
　
２
　
【
御
殿
】
（
祝
）
　
御
舎
（
祝
）
　
御
門
（
万
宣
祝
）
　
御
陵
（
万
宣
）

　
　
　
　
御
蔭
（
万
祝
）
　
御
影
（
万
）
　
御
騒
（
祝
）
　
御
在
香
（
万
）

　
　
３
　
御
戸
代
（
宣
祝
）
　
御
馬
屋
（
万
）
　
御
縣
（
祝
）

　
工
　
　
御
門
（
万
祝
）
　
御
苑
布
（
万
）
　
御
橋
（
万
）

　
オ
　
　
【
御
占
】
（
宣
）

　
カ
　
　
用
例
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
キ
　
　
用
例
見
え
ず

　
以
上
の
、
中
国
側
の
も
の
と
目
本
正
格
漢
詩
文
体
・
記
録
体
・
和
文
体
そ
れ

ぞ
れ
で
の
異
な
り
語
数
を
表
に
し
て
み
た
の
が
く
表
Ｉ
Ｖ
（
７
０
頁
掲
載
）
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
側
の
も
の
を
作
品
別
に
異
た
り
語
数
を
く
表
皿
Ｖ
（
同
じ
く
７
０
頁
掲

　
　
　
　
　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

載
）
と
し
て
纏
め
て
み
た
。
　
す
な
わ
ち
、
　
〈
表
皿
Ｖ
は
延
べ
語
数
で
示
し
た

く
表
Ｉ
Ｖ
の
Ａ
７
の
う
ち
中
因
本
来
の
用
法
の
枠
内
に
あ
る
も
の
の
異
た
り
語

数
で
あ
る
。

　
さ
て
、
右
に
列
挙
し
た
も
の
か
ら
以
下
の
よ
う
た
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
ま
ず
、
目
本
正
格
漢
詩
文
体
で
は
用
例
総
数
６
５
の
う
ち
【
　
】
で
括
っ
た
も

の
は
２
５
例
、
つ
ま
り
全
体
の
約
４
０
％
が
中
国
の
も
の
と
一
致
す
る
が
、
記
録
体

で
は
同
じ
く
閉
例
中
１
６
例
の
１
３
％
、
和
文
体
で
は
８
６
例
中
１
３
例
で
１
５
％
が
一
致

す
る
に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
日
本
正
格
漢
詩
文
で
は
、
中
国
と
同
じ
文
字
列
の
語

を
使
用
す
る
傾
向
が
高
い
の
に
対
し
て
、
記
録
体
・
和
文
体
で
は
、
日
本
独
自

の
文
字
列
の
語
を
創
り
出
す
傾
向
が
高
い
。

　
次
に
、
和
文
体
で
中
国
側
と
同
じ
も
の
は
、
記
録
体
で
の
そ
れ
と
大
部
分
が

一
致
す
る
。
即
ち
、
前
掲
和
文
体
の
例
で
【
　
】
が
付
い
た
「
御
名
」
「
御
魂
」

「
御
覧
」
「
御
衣
」
「
御
服
」
「
御
膳
」
「
御
食
」
「
御
船
」
「
御
所
」
「
御
前
」
「
御

殿
」
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
御
食
」
　
「
御
殿
」
を
除
き
凡
て
正
格
漢
詩

文
で
も
多
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
特
定
の
用
法
に
偏
在

す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ー
用
法
に
「
御
名
」
「
御
魂
」
、
ア
２
用
法
に
「
御
覧
」
、

イ
ー
用
法
に
は
「
御
衣
」
「
御
服
」
と
い
っ
た
よ
う
に
各
用
法
毎
に
配
置
さ
れ

た
よ
う
た
出
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
中
国
伝
来
の
語
の
中
で
比
較
的
多

用
さ
れ
た
も
の
が
記
録
体
の
文
章
の
中
に
も
流
れ
込
み
、
更
に
そ
こ
で
多
用
さ

れ
た
も
の
が
っ
い
に
は
和
文
体
の
文
章
の
中
で
も
使
わ
れ
る
に
な
っ
た
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

事
情
を
推
測
さ
せ
、
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
過
程
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
に

お
け
る
「
御
」
の
具
体
的
な
用
法
、
例
え
ぱ
「
御
覧
」
と
い
う
用
例
か
ら
動
詞

の
上
に
１
冠
し
て
そ
の
動
作
が
天
子
自
身
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
敬
い
示
す
ア
２

用
法
を
、
学
び
、
活
用
し
て
、
「
御
用
」
「
御
若
叡
坐
」
な
ど
の
目
本
的
な
語
を

創
り
出
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　
ま
た
、
前
掲
ア
か
ら
キ
の
各
用
法
ご
と
の
用
例
数
に
ー
注
目
す
る
と
、
例
え
ぱ
、

ア
ー
の
「
天
子
自
身
の
名
・
身
体
・
親
族
関
係
の
語
に
冠
す
る
も
の
」
は
、
中

国
で
は
「
御
名
」
　
「
御
容
」
と
星
巌
の
示
し
た
「
御
魂
」
が
見
出
せ
る
だ
げ
で

極
め
て
少
な
い
の
に
対
し
、
日
本
で
は
逆
に
最
も
多
い
用
例
数
を
数
え
る
も
の

に
た
っ
て
い
る
。
即
ち
、
日
本
側
で
は
天
子
の
手
・
腕
・
足
・
脛
・
膝
・
髪
・
面

・
鼻
・
歯
た
ど
身
体
部
位
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
あ
る
い
は
祖
・
母
・
子
か
ら
孫

　
ア
ナ
ス
ニ
・
足
末
ま
で
の
親
族
関
係
に
言
及
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
敬
語
「
御
」
を
冠
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
に
特
徴
的
な
敬
意
の
表
し
方
生
言
い
得
る
よ
う

で
あ
る
。
星
巌
の
「
御
魂
」
に
人
六
が
感
じ
取
っ
た
日
本
臭
は
、
こ
の
辺
に
あ

る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和

習
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
国
と
日
本
と
の
感
じ

方
、
考
え
方
の
相
違
が
逆
に
出
る
の
が
工
の
禁
中
関
係
の
事
物
に
冠
す
る
用
法

で
あ
る
。
こ
の
用
法
は
中
国
漢
詩
文
と
目
本
正
格
漢
詩
文
で
は
比
較
的
高
率
で

用
い
ら
れ
る
が
、
記
録
体
・
和
文
体
で
は
極
め
て
少
た
い
。
た
だ
、
目
本
で
も

正
格
漢
詩
文
で
は
多
数
み
ら
れ
る
か
ら
、
文
体
の
影
響
も
考
え
た
げ
れ
ぱ
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

な
い
が
、
「
御
苑
」
の
林
を
「
御
林
」
と
言
い
、
そ
の
中
の
木
を
「
御
柳
」
「
御

褒
」
な
ど
と
ひ
と
っ
ひ
と
っ
言
わ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
り
、
禁
中
の
溝
を
「
御

溝
」
と
言
い
、
そ
こ
を
流
れ
ゆ
く
水
ま
で
を
「
御
水
」
と
言
い
、
あ
る
い
は
こ

れ
ら
全
体
を
っ
つ
む
禁
中
の
佳
気
を
「
御
気
」
と
言
う
の
は
我
火
に
は
理
解
し

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
天
子
専
用
の
建
物
場
所
に
冠
す
る
ウ
３
用
法
が
日
本
で

少
な
い
の
も
同
様
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
仔
細
に
前
掲
の
ア
か
ら
キ
ま
で
の
用
例
列
挙
を
検
討
す
る
と
、
こ
の
他
に
も

い
ろ
い
ろ
と
興
味
深
い
こ
と
が
窺
え
る
よ
う
だ
が
、
割
愛
す
る
。
た
だ
、
　
「
天

子
の
命
令
に
よ
っ
て
行
う
事
物
に
冠
す
る
」
オ
用
法
の
よ
う
に
、
目
本
で
は
ほ

と
ん
ど
定
着
し
た
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
恐
ら
く
「
勅
」
の
語
が
一
般
化
し
た

た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
他
の
語
と
の
競
合
を
考
慮
し

次
げ
れ
ぱ
た
ら
た
い
面
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

４

　
前
述
の
ご
と
く
、
ま
た
表
ー
あ
る
い
は
前
掲
の
用
例
列
挙
を
一
覧
し
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
ア
用
法
の
多
用
が
目
立
っ
が
、
本
来
、
そ
の
ア
用
法

に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
御
」
の
冠
す
る
も
の
が
、
「
天

子
・
諸
侯
に
関
す
る
事
物
」
で
は
た
く
、
そ
れ
以
外
の
者
の
事
物
に
冠
さ
れ
て
、

異
例
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
次
の
四
っ
の
場
合
に
分
げ
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。



　
そ
の
一
、
中
央
貴
族
・
地
方
豪
族
の
娘
・
異
国
の
皇
族
・
大
僧
都
な
ど
、
天

子
・
諸
侯
の
持
つ
天
下
を
御
す
る
老
と
し
て
の
資
格
が
稀
薄
で
あ
っ
た
り
、
全

く
無
い
地
位
に
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
身
分
の
高
さ
を
持
っ
者
に
対
し
て
使
用

　
　
　
＠

さ
れ
た
例
、

　
¢
太
政
大
臣
禅
位
御
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
日
本
紀
）

　
　
藤
波
の
花
は
盛
り
に
た
り
に
け
り
平
城
の
都
を
御
念
や
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
、
三
－
三
三
〇
）

　
　
天
皇
上
幸
之
時
、
黒
日
売
献
二
御
歌
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
徳
記
）

　
＠
（
天
皇
）
欲
レ
寵
二
清
彦
一
而
召
之
賜
二
酒
於
糾
肝
一
　
　
　
　
　
　
（
垂
仁
紀
）

　
　
東
大
寺
沙
門
大
僧
都
御
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
性
霊
集
）

　
は
防
人
司
佑
大
伴
四
綱
の
作
で
あ
る
が
、
　
「
君
」
は
澤
滝
久
孝
氏
に
よ
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

大
伴
旅
人
を
指
す
か
と
さ
れ
る
。
＠
の
黒
日
売
は
吉
備
海
都
直
の
娘
で
仁
徳
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
タ

の
寵
愛
を
得
た
女
性
で
あ
る
が
、
こ
の
例
を
『
古
事
記
伝
』
で
は
「
御
歌
」
と

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

訓
み
、
　
「
御
字
術
か
、
は
た
、
此
下
に
字
の
脱
し
た
る
か
」
と
語
し
が
る
。
御

の
下
に
「
所
」
や
「
前
」
な
ど
の
字
を
補
う
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

「
御
の
字
の
こ
と
、
も
ろ
こ
し
に
て
は
、
そ
の
国
の
王
の
事
な
ら
で
は
い
は
ず
、

臣
下
に
い
へ
る
こ
と
な
し
、
此
字
す
な
は
ち
王
の
事
を
さ
し
て
い
へ
る
が
如

＠
し
」
云
々
と
い
う
指
摘
を
す
る
宣
長
に
は
、
本
来
の
用
法
を
み
だ
り
に
乱
用
す

べ
き
で
は
な
い
と
い
う
主
張
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
＠
の
清
彦
は
新
羅

王
子
天
日
槍
の
曽
孫
。

　
　
　
　
　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

　
そ
の
二
、
父
母
を
尊
ん
で
使
用
さ
れ
た
例
、

　
＠
…
・
－
香
ぐ
は
し
き
親
の
御
言
朝
暮
に
聞
か
ぬ
日
ま
ね
く
…
・
－
真
珠
の
見

　
　
が
欲
し
御
面
直
向
ひ
見
む
時
ま
で
は
　
松
柏
の
栄
え
い
ま
さ
ね
　
尊
き

　
　
吾
が
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
、
十
九
－
四
ニ
ハ
九
）

　
の
垂
乳
根
の
御
母
の
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
、
十
九
－
四
二
一
四
）

　
＠
奉
レ
資
レ
爲
二
二
所
御
霊
等
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
性
霊
集
）

＠
の
は
大
伴
家
持
の
作
で
、
＠
は
妻
坂
上
大
嬢
に
代
っ
て
、
京
に
い
ま
す
「
尊

母
」
坂
上
郎
女
に
贈
る
為
に
作
っ
た
も
の
、
¢
は
娘
葺
が
「
慈
母
」
を
勲
イ
て

患
う
る
の
を
弔
っ
た
も
の
の
中
に
あ
る
。
＠
は
「
有
る
人
、
亡
親
の
爲
に
法
事

を
修
す
る
願
文
」
の
中
に
あ
る
も
の
で
、
　
「
二
所
」
は
父
母
を
尊
ん
で
言
っ
た

言
葉
で
あ
る
。

　
そ
の
三
、
祝
宴
（
新
室
寿
ぎ
）
の
場
で
、
そ
の
家
長
や
年
長
の
者
に
対
し
て
使

用
し
た
例
、

　
＠
天
皇
次
起
、
白
整
二
衣
帯
一
、
爲
二
室
壽
一
日
、
築
立
稚
室
葛
根
、
築
立
柱
者
、

　
　
此
家
長
御
心
之
鎭
也
。
取
撃
棟
梁
者
、
此
家
長
御
心
之
林
也
。
取
置
橡
櫨

　
　
者
、
此
家
長
断
小
之
粛
也
。
取
置
藤
荏
者
、
此
家
長
卸
小
之
林
也
。
取
結

　
　
縄
葛
者
、
此
家
長
御
壽
之
堅
也
。
取
葺
草
葉
者
、
此
家
長
御
寓
之
鉄
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
顕
宗
紀
）

ゆ
新
室
の
壁
草
刈
り
に
御
座
給
は
ね
　
草
の
如
寄
り
合
ふ
少
女
は
　
君
が
ま

　
　
に
ま
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
、
十
一
－
二
三
五
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

品作

／

／

／

法用
●

味意

数語べ延ｕ易法用味

文詩漢国中
大
　
　
　
学

中
　
　
　
庸

論
　
　
　
語

孟
　
　
　
子

易
　
　
　
経

詩
　
　
　
経

書
　
　
　
経

春
　
　
　
秋

礼

記

老
　
　
　
子

荘
　
　
　
子

史

記

Ａ

１
スラ團ム止・

フ

グ
抑

防
・

２

馴
１・
術

ル
ル
ヤ
ヤ・
ヲ

フ
車

使
馬
ヲ
・
馬
者

３フ用
●

フ使い榊

一
－
一

４司ルヰ率い
町
官

５ブ統
●

ム治

一
２丁

２
１
４

１

１

１１

６
ヲ為

行
フ
ノ
イ

侯
ト
諸
御・
テ

子
ツ
天
敬

１３

１
－
．
１
↓

（
０
０
リ

４
２

１
■
Ｆ
Ｏ

一
２

４１

２

２

１１

１

７辞頭接語敬１２

Ｂ

１
フ
侍

従
近

フ
妃

迎
侍

リ
ム
侍
進４１

１
０
１
０

１
■
１
■

１

２
グアシサス

ラ
ム
参
勧２３

Ｃ

イフ縄
■

ム臨

口

ハ

ス致
●

ヌ
聰ダ

●

フ窺

妻
●

時

１

Ｄ

ー
イ

リ有
●

リ居

ト
ム攻

１
Ｅ

辞尾接２１
１
Ｆ

名人
名
他
地
の・
そ

名
・
職
名

隔
６１２４１５

計合１０２２２６１４２３２５１１１８１

■
ｕ
一

石
○

す示を数の

　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
の
顕
宗
紀
の
例
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
若
槻

敬
の
『
畏
庵
随
筆
』
で
、
　
「
弘
計
王
、
播
磨
忍

海
都
細
目
が
家
に
ひ
そ
ま
り
ま
し
て
起
舞
し
給

ふ
。
室
壽
の
詞
に
、
家
長
御
心
云
々
、
家
長
御

壽
云
々
、
家
長
御
富
云
々
と
あ
れ
ぱ
、
い
に
し

へ
も
た
だ
人
た
れ
ど
も
、
子
弟
憧
僕
よ
り
其
長

上
の
こ
と
を
い
ふ
に
、
御
心
・
御
壽
・
御
當
な

ど
と
御
の
詞
を
い
ひ
け
ん
。
」
と
、
注
意
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
＠
の
例
も
ま
た
新
室
寿

ぎ
に
歌
わ
れ
た
も
の
の
一
種
で
、
歌
中
の
「
君
」

は
特
定
の
人
を
指
す
も
の
で
は
な
い
、
と
言
わ

　
　
　
＠

れ
て
い
る
。

　
そ
の
四
、
恋
人
に
対
し
て
使
用
さ
れ
た
例
、

　
＠
こ
の
岡
に
草
刈
る
小
子
然
た
刈
り
そ
ね

在
り
つ
つ
も
君
が
来
ま
さ
ば
御
馬
草
に
せ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
、
七
－
二
二
九
）

　
＠
足
玉
も
手
珠
も
ゆ
ら
に
織
る
機
を
君
が
御

衣
に
逢
ひ
堪
へ
む
か
も
（
万
、
十
－
二
〇
六
五
）

　
＠
住
吉
の
小
田
を
刈
ら
す
予
奴
か
も
無
き

奴
あ
れ
ど
妹
が
御
為
と
私
田
刈
る
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語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
、
七
－
一
二
七
五
）

＠
豊
因
の
企
玖
の
池
た
る
菱
の
末
を
採
む
と

や
妹
が
御
袖
濡
れ
げ
む

　
　
　
　
　
　
　
（
万
、
十
六
－
三
八
七
六
）

　
　
わ
け

　
＠
戯
奴
が
た
め
わ
が
手
も
す
ま
に
春
の
野
に

抜
け
る
茅
花
ぞ
御
食
て
肥
え
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
、
八
－
一
四
六
〇
）

＠
は
紀
女
郎
が
大
伴
家
持
に
戯
れ
て
贈
っ
た
歌

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
家
持
の
「
わ
が
君

に
戯
奴
は
恋
ふ
ら
し
賜
り
た
る
茅
花
を
喫
め
ど

い
や
痩
せ
に
痩
す
」
と
い
う
返
し
を
み
る
と
、

戯
れ
で
も
一
応
の
恋
人
関
係
を
想
定
で
き
る
と

み
て
、
こ
こ
に
入
れ
る
。
こ
の
＠
と
◎
＠
と
は

女
性
が
男
性
を
思
っ
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
り
、

い
さ
さ
か
尊
敬
の
念
が
混
じ
っ
て
い
る
と
み
る

こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
＠
＠
の
男
性
が
女
性
を

恋
う
た
歌
で
は
、
全
く
の
愛
情
か
ら
「
御
」
が

使
わ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
が
本
来
の
用
法
の
枠
外
に
あ
る
凡
て
の

例
で
あ
る
が
、
　
「
そ
の
一
」
か
ら
「
そ
の
四
」

　
　
　
　
　
　
　
六
九
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へ
、
　
「
天
子
・
諸
侯
に
関
す
る
李
物
に
冠
す
る
敬
称
」
で
あ
っ
た
御
が
、
畏
敬

か
ら
単
な
る
尊
敬
へ
、
敬
愛
か
ら
親
愛
へ
と
変
化
し
、
つ
い
に
は
恋
人
問
の
愛

清
か
ら
も
使
用
さ
れ
て
い
く
有
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
世
目
本
で

一
般
的
に
た
る
丁
寧
用
法
は
い
ま
だ
こ
の
時
代
に
は
発
生
し
て
は
い
な
い
よ
う

だ
が
、
こ
の
方
向
の
上
に
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
は
つ
く
。
こ

う
し
た
敬
語
接
頭
辞
「
御
」
の
意
味
が
尊
敬
か
ら
丁
寧
に
ま
で
変
化
す
る
の
も
、

や
は
り
目
本
的
な
考
え
方
、
感
じ
方
に
因
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ

れ
も
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習
の
ひ
と
っ
と
見
て
良
い
だ
ろ

う
ｏ

５

本
稿
で
は
、
敬
語
接
頭
辞
「
御
」
の
用
法
、
ま
た
そ
れ
を
冠
し
た
語
を
扱
い

た
が
ら
、
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習
主
言
う
べ
き
も
の
を
、
用
字
法
の
観
点
か

ら
考
え
て
み
た
わ
げ
だ
が
、
具
体
的
に
は
次
の
四
っ
の
点
を
あ
げ
た
こ
と
に
な

る
。　

一
　
「
御
」
の
字
に
は
様
々
な
意
味
・
用
法
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
敬
語
接

　
　
頭
辞
用
法
は
、
中
国
で
は
極
め
て
稀
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
目
本
で

　
　
は
最
も
多
用
さ
れ
る
用
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
正
格
漢
詩
文
体
に
お

　
　
い
て
す
で
に
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、
単
に
文
体
差
に
１
よ
る
も
の
で

　
　
は
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
　
　
　
　
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

二
　
目
本
で
多
用
さ
れ
る
こ
の
用
法
の
「
御
」
は
、
特
に
、
天
子
自
身
の
身

　
体
・
精
神
・
親
族
関
係
の
語
に
冠
す
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
れ
は
、
目
本

　
的
た
感
じ
方
、
考
え
方
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
本
来
、
敬
語
接
頭
辞
「
御
」
は
、
天
子
・
諸
侯
に
限
っ
て
使
わ
れ
る
も

　
　
の
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
多
用
さ
れ
る
身
体
・
精
神
・
親
族
関
係
の
語

　
　
に
冠
す
る
例
を
中
心
に
、
一
般
貴
族
・
年
長
者
・
父
母
さ
ら
に
は
恋
人
に

　
　
対
し
て
使
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
時
、
敬
称
「
御
」
は
そ
の
敬
意
度

　
　
を
低
め
、
更
に
愛
情
を
表
す
も
の
に
変
化
し
て
お
り
、
こ
の
方
向
が
後
に

　
　
丁
寧
用
法
を
派
生
さ
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
四
　
一
方
、
個
々
の
語
に
，
っ
い
て
み
れ
ば
、
純
粋
の
漢
語
で
あ
っ
て
も
、
日

　
　
本
で
多
用
さ
れ
る
う
ち
に
目
本
的
語
感
を
ま
と
っ
て
い
っ
た
「
御
膳
」

　
　
「
御
殿
」
な
ど
や
、
中
因
本
来
の
「
御
」
の
用
法
を
踏
襲
し
て
は
い
る
が
、

　
　
新
し
く
目
本
で
創
り
出
さ
れ
た
「
御
歯
」
「
御
母
」
「
御
蔭
」
た
ど
の
例
を

　
　
和
習
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
た
お
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
敬
語
接
頭
辞
用
法
「
御
」
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ち
　
　
　
　
み
さ
き

れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
「
御
路
」
「
御
崎
」
な
ど
地
彩
に
冠
す
る
も

　
　
み
か
ん
な
ぎ
　
　
　
み
の
り

の
、
「
御
巫
」
「
御
法
」
た
ど
神
砥
・
仏
教
関
係
の
語
に
冠
す
る
も
の
が
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
用
法
の
成
立
に
は
、
そ
の
訓
み
で
あ
る
「
み
（
霊
と
同
根
）
」

が
特
に
深
く
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
　
「
御
」
と
い
う
漢
字
自
体
の
意
味

・
用
法
を
み
ょ
う
と
す
る
本
稿
で
は
、
異
た
る
要
因
が
働
い
た
も
の
と
し
て
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習

外
し
た
。
こ
う
し
た
例
を
含
め
、
　
「
御
」
と
い
う
漢
字
自
体
の
持
つ
意
味
・
用

法
と
、
そ
の
訓
み
と
な
っ
た
和
語
の
持
つ
そ
れ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
稿
の

主
題
と
た
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

◎
神
田
喜
一
郎
「
和
習
談
義
」
（
「
文
学
」
昭
４
１
・
７
）
に
よ
る
。

　
　
『
国
語
学
辞
典
』
（
国
語
学
会
編
　
東
京
堂
出
版
）
「
和
習
」
の
項
。

＠
　
注
◎
に
同
じ
。

　
　
『
大
漢
和
辞
典
』
（
諸
橋
轍
次
著
　
大
修
館
書
店
）
「
御
」
の
項
。

＠
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
岩
波
文
庫
『
論
語
』
『
孟
子
』
『
易
経
』
、
全
釈
漢
文
大

　
系
『
文
選
』
、
そ
の
他
の
漢
籍
は
新
釈
漢
文
大
系
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻
』

　
『
文
華
秀
麗
集
』
『
三
教
指
帰
』
『
性
霊
集
』
『
菅
家
文
草
』
『
菅
家
後
集
』
、
群
書
類
従

　
『
凌
雲
集
』
『
経
国
集
』
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
』
『
続
目
本
紀
』
（
以
上

　
正
格
漢
詩
文
）
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
』
『
風
土
記
』
『
日
本
霊
異
記
』
『
万

　
葉
集
』
題
詞
左
注
、
汲
古
散
人
元
禄
九
年
校
正
版
本
『
古
語
拾
遺
』
、
伴
信
友
『
高

　
橋
氏
文
考
注
』
、
寧
楽
遺
文
所
収
『
上
宮
法
王
帝
説
』
（
以
上
記
録
体
）
。
新
訂
増
補

　
国
史
大
系
『
延
喜
式
』
巻
八
祝
詞
『
続
日
本
紀
』
所
載
宣
命
体
詔
勅
、
日
本
古
典
文

　
学
大
系
『
万
葉
集
』
和
歌
（
以
上
和
文
体
）
。

＠
　
拙
稿
「
六
国
史
に
お
げ
る
『
御
』
と
い
う
字
の
動
詞
用
法
に
つ
い
て
」
（
「
同
志
杜

　
国
文
学
」
ｕ
）
。

＠
　
Ａ
１
用
法
を
原
義
用
法
と
す
る
も
の
は
『
説
文
解
字
』
た
ど
多
数
、
Ｂ
１
用
法
を

　
取
る
も
の
は
『
角
川
新
字
源
』
で
あ
る
。

＠
記
録
体
・
和
文
体
で
、
Ａ
５
用
法
（
統
御
す
る
意
の
動
詞
用
法
）
が
目
に
つ
く
が
、

　
こ
の
用
例
も
時
代
を
降
る
と
敬
語
接
頭
辞
用
法
へ
と
変
質
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
す
ぺ
て
「
御
宇
」
の
形
で
出
る
も
の
で
、
平
安
中
期
頃
迄
は
「
ア
メ
ノ
シ
タ

　
シ
ラ
シ
メ
ス
」
と
い
う
語
を
表
記
し
て
い
た
も
の
が
、
「
標
二
陛
下
之
御
宇
一
」
（
続
紀

　
天
平
宝
字
元
年
八
月
乙
丑
）
「
在
二
昔
天
豊
財
重
目
足
姫
天
皇
御
宇
一
」
（
日
本
後
紀
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

　
仁
六
年
六
月
丙
寅
）
「
昔
崇
神
天
皇
御
宇
七
年
」
（
石
清
水
文
書
長
保
二
年
）
た
ど
を

　
古
い
例
と
し
て
「
統
治
し
て
い
る
期
間
」
の
意
味
で
「
ギ
ヨ
ウ
」
あ
る
い
は
「
み
よ
」

　
と
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
吾
妻
鏡
』
ま
で
降
る
と
「
御
宇
」
の
用
例
す
べ
て
が

　
　
「
み
代
」
の
意
味
で
「
ギ
ヨ
ウ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

＠
　
一
部
分
に
つ
い
て
は
前
稿
（
注
＠
）
で
考
察
を
加
え
た
。

＠
官
職
名
と
し
て
省
い
た
の
は

　
　
６
御
蕾
　
４
６
御
妓
　
７
３
御
警
　
８
４
御
佐
　
８
９
御
妻
　
蝸
御
士
　
閉
御
史
　
則
御
師

　
　
甘
御
泰
　
蜘
御
者
　
舳
御
人
　
蝸
御
正
　
螂
御
属
　
醐
御
帳
官
　
蝸
御
杖

　
　
胴
御
女
　
鋤
御
馬
監
　
郷
御
伯
　
湖
御
僕
　
蝸
御
旅
　
蜘
御
営
使

＠
動
詞
の
意
味
あ
い
が
濃
い
た
め
に
省
い
た
の
は

　
　
８
御
宇
　
蝸
御
正
　
醐
御
政
（
以
上
「
治
」
の
意
味
）
　
蝸
御
策
　
ｍ
御
者

　
　
跳
御
轡
　
舳
御
奔
（
以
上
「
駅
」
）
　
８
５
御
坐
　
９
５
御
在
　
６
６
御
見
（
以
上
「
侍
」
）

　
　
峨
御
書
　
醐
御
叙
（
以
上
「
進
」
）
　
５
４
御
極
（
「
臨
」
）

＠
　
例
え
ば
、
こ
の
「
御
食
」
の
よ
う
に
イ
３
用
法
と
ヵ
用
法
の
二
っ
に
掲
げ
る
も
の

　
は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
◎
＠
た
ど
と
区
別
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
特
に
■
そ
れ

　
を
明
記
し
な
か
っ
た
。

＠
た
お
未
詳
と
し
て
、
脇
御
簗
　
蜘
御
持
が
残
っ
た
。

＠
　
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
寧
楽
遺
文
』
『
古
京
遺
文
』
を
用
い
た
。

＠
　
日
本
側
で
は
、
こ
の
他
に
役
職
名
等
と
し
て
、
御
軍
・
御
伴
・
御
方
・
御
民
・
御

　
奴
．
御
馬
甘
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
一
項
を
た
て
る
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
た
い

　
が
、
中
国
側
の
方
で
官
職
名
を
除
外
し
た
の
で
、
そ
れ
に
合
せ
省
い
た
。
な
お
ま

　
た
、
御
幣
・
御
調
・
御
薪
た
ど
も
「
御
」
に
「
進
」
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
た
い
か

　
と
い
う
判
断
か
ら
項
目
立
て
を
し
な
か
っ
た
が
、
や
や
間
題
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ

　
る
。

＠
林
笠
翁
『
仙
台
間
語
』
に
「
御
ハ
統
御
ノ
字
ニ
テ
、
天
子
ノ
外
ハ
不
レ
用
ハ
、
和



漢
皆
然
リ
。
今
時
ハ
何
事
ニ
モ
用
ヒ
、
至
テ
微
賎
ノ
コ
ト
ニ
モ
用
ユ
。
御
大
老
、
御

　
老
中
ナ
ド
官
職
ニ
モ
称
ス
。
鎌
倉
年
中
行
事
二
御
袋
様
、
御
台
様
ト
ハ
有
ド
モ
、
御

　
管
領
、
御
奉
行
衆
ナ
ド
称
ス
ル
ハ
無
シ
。
太
閤
記
、
賠
臣
実
録
ニ
モ
、
御
宿
老
、
御

　
四
奉
行
ト
ハ
不
レ
称
。
」
と
あ
る
。

＠
　
『
万
葉
集
注
釈
』

＠
　
『
玉
勝
問
』

＠
中
村
憲
吉
「
短
歌
輪
講
」
（
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
第
墨
巻
第
６
号
）
、
た
だ
し
澤
潟
久
孝

　
『
万
葉
集
注
釈
』
に
よ
る
。

　
　
　
執
筆
者
紹
介

広
田
　
　
収
…
…
同
志
杜
香
里
中
・
高
校
教
諭

行
ｕ
広
之
－
…
・
本
学
大
学
院
（
修
土
課
程
）
昭
和
五
十
三
年
度
修
了
生

山
田
和
人
…
…
本
学
大
学
院
（
修
士
課
程
）
昭
和
五
十
三
年
度
修
了
生

小
西
推
子
…
…
本
学
昭
和
五
十
三
年
度
卒
業
生

占
野
政
治
…
…
京
郁
府
立
東
陵
高
佼
教
諭

　
　
　
投
　
稿
　
規
　
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
”
六
杜
大
学
国
文
学
会
機
関
誌
『
同
志
杜
国
文
学
』
は
、
会

員
の
研
究
発
表
の
場
で
あ
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
御
寄
稿
下
さ
い
。

枚
数
は
、
四
百
字
詰
、
三
十
枚
以
内
。

　
第
十
七
号
締
切
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
末

　
猟
十
八
号
締
切
　
昭
和
五
十
五
年
九
月
末

い
ず
れ
も
締
切
日
は
厳
守
し
て
下
さ
い
。

　
た
だ
し
、
掲
載
論
文
の
数
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
取

捨
選
択
は
編
集
委
員
会
に
お
任
せ
下
さ
い
。

語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習
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